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SDGs(14)を目標に、天草の海の生物多様
性を学ぶ！先端技術を活用した人材育成

地球規模でのゼロエミッションを実現する
ための、豊島産業廃棄物不法投棄事件の歴
史的資料の活用。

アマモ場の生物調査 1 回
リモート指導者養成
講座開催 16 回

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 70 ％
 熊本県

 香川県
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活動内容と成果
① 天草市御所浦のアマモ場で生物調査を1回実施し、
生物マップを制作した。アマモ場調査はFacebook
のライブ配信を行った（リモート配信1,562PV）
② 動画教材2本「みんなに伝えたい天草の海　栖本干
潟編・御所浦アマモ編」を製作しHPに公開した。
指導者向けの海のデジタル教材「天草・海の冒険
サポーターズテキスト」第6・7章を制作しHPに公
開した
③ リモート指導者養成講座「海レク」を全16回開催
した。海レクはYouTubeで全国の不特定多数に向
けて配信し、動画閲覧数合計1,136回となった

活動内容と成果
新型コロナウイルス禍で、活動を計画通りに進めること
ができない分、環境整備の強化を徹底した。
● 資料館の展示資料の更新と保存の徹底、老朽化した
資料館の改修工事を前倒しで実施した
● ウェブサイトの情報の整理も進めている
● 豊島内での企業団体従業員への勉強会を開催し、3回
で40人が参加
● 岡山大学で豊島事件のパネル展を開催し、学生を中
心にたくさんの方にお越しいただいた（7日間）
● 島外（岡山）での勉強会も開催し、産廃現場の未来を
参加者の皆様と一緒に考える良いきっかけとなった
（60人参加）

課　題
地域住民の海への関心が低く、定量的な海の生物調
査はほとんど行われていない。海を利活用する人材
が限られており、子どもたちが地域の海について学
ぶ機会は限られている。

目　標
天草の海の生物多様性を明らかにし、天草の海を学
ぶ教材を整備する。水産業が持続的に行われるなど、
海を利活用し、保全する人材を増やす。

課　題
日本最大規模の不法投棄事件であり、日本が循環型
社会に転換するきっかけとなった豊島事件の意義と
教訓を風化させないために、次の世代に引き継ぐ。

目　標
豊島事件の継承を行い、法律だけでなく市民・企業
のごみや不法投棄の意識を変え、不法投棄が二度と
起こらない市民・企業意識を醸成させる。
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■苦労した点
新型コロナウイルス・豪雨・大型台
風と災害が続き、集客した対面のイ
ベントが開催できず苦労した。

■工夫した点
アマモ場の生物調査は、水中ドロー
ンを用いてリモート配信を行った。
指導者養成講座はYouTubeでリ
モート配信した。

■苦労した点
2020年度に始動した事業だったの
で、関係各所との連携に苦労した。
また、新型コロナウイルス禍の影響
もあり、活動の中止が相次いだ。

■工夫した点
秋頃からは新型コロナウイルス禍で
もできる普及啓発活動を計画し、実
施した。

干潟やアマモ場だけでなく、磯など多様な沿岸域の生態系に関する生物調査を実
施する。先端技術を活用した水質調査も取り入れ、海の調査を発展させる。VR動
画教材を製作し、教材を活用した指導者養成を進める。

新型コロナウイルスの影響は2021年度も引き続き懸念されるので、2021年度は資
料や映像の整理や保存の徹底を行う。また、リモート勉強会や動画作成を通して、
新型コロナウイルス禍での環境教育や情報発信を強化する。
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リモート指導者養成講座「海レク」開催リモート指導者養成講座「海レク」開催

展示の更新と設置を見直した資料館の様子展示の更新と設置を見直した資料館の様子

アマモ生物調査ライブ配信アマモ生物調査ライブ配信

岡山での勉強会（跡地の植生回復岡山での勉強会（跡地の植生回復
について）について）

資料館展示資料の
更新と保存の徹底 100 ％
企業団体の従業員向け
学習会の開催 3 回

今年度計画の達成度 60 ％

目標達成度 20 ％
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